
ふれあいフォトギャラリー
嬉しいことや地域のこと。
北斗のさまざまな話題を
共有するコーナーです。

　12月13日、市内の小中学生、高校生による「子ども議会」
が議場で開かれました。子ども議員は、各校を代表した小
学５年生から高校３年生までの20人。このうち10人が一
般質問し、市政の課題に対して意見を交わしました。
　「子ども議会」は市と教育委員会、議会の三者共催で開
催しており、将来を担う子どもたちが、まちづくりについ
て考え、意見を発表する体験を通して、行政や議会への理
解を深めるとともに、子どもたちの視点による意見を市政
運営の参考とすることを目的としています。

子ども議員の声がまちを動かす
子ども議会

　創業明治40年、北斗市本町にある金丸菓子舗の元代表
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を授与されました。
　金丸さんは、渡島食品衛生協会で初の女性指導員として
昭和52年に委嘱されて以来、地域の食品衛生の普及に努
められ、平成４年から平成24年までの約20年間、渡島食
品衛生協会理事として活動。会員の指導や後輩の育成など
の功績が高く評価され、このたびの授与となりました。

食品衛生の普及に貢献
食品衛生事業功労者厚生労働大臣表彰

　市では、北斗市が誇るお米「ふっくりんこ」の普及活動
の一環として、市内小学生が描いたイラストを「学校給食
米」のパッケージとして活用するためのコンクールを開催
し、最優秀賞１作品、優秀賞２作品を選出。12月20日に
表彰式を開催しました。
　最優秀賞を受賞された萩野小６年棚
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は、新しいお米のパッケージデザインとして採用され、東
前にある「あぐりへい屋」と市内スーパーで販売されます。

題名は“みんなの苦労でできた米 ”
　　給食米パッケージコンクール表彰

　12月17日、南渡島消防事務組合では、全国共済農業協
同組合連合会北海道本部より寄贈された高規格救急車の受
納式を行いました。この救急車には、マイナンバーカード
を読み込むことで受診歴や投薬履歴を確認できる設備が令
和７年度から搭載される予定です。
　消防は「寄贈していただいた高規格救急自動車を有効に
活用して救命率の向上を目標として、これからもより良い
救急医療の提供に、消防職員一同努めて参ります」とコメ
ントしました。

より良い救急医療の提供を
高規格救急自動車受納式
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